
公共交通対策特別委員会 

 

日 時   令和５年１０月２７日（金）午前１０時～ 

場 所   全員協議会室  

 

１ 開議 

 

 

２ 案件 

（１）行政報告（まちづくり推進部） 

・亀岡市地域公共交通計画策定に係るアンケート調査結果の概要について 
 

（２）亀岡市地域公共交通計画策定に関することについて 

（亀岡市における地域公共交通の課題・展望など） 

参考人：亀岡市地域公共交通会議 土 井  勉 会長 
 

○ 質 疑 

 

 

３ その他 

（１）今後の委員会調査について 



 

 
 
 

公共交通対策特別委員会 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年１０月２７日 

まちづくり推進部 桂川・道路交通課 
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１．亀岡市における地域および公共交通の状況 

１.１ 市民の利用実態およびニーズ（市民アンケート調査結果） 

(１)市民アンケートの調査目的 

亀岡市民の移動の状況や公共交通の利用実態、ニーズ及び既存サービスに対する評価を把握す

るために、亀岡市民を対象としたアンケート調査（市民アンケート）を実施した。 

 

(２)市民アンケート調査の調査方法・回収状況 

１)調査対象 

無作為抽出による満 15歳以上の市民、その他市民 

 

２)調査実施時期 

令和 5 年 9月 1日（金）～9 月 15 日（金） 

（WEB 回答については、10 月 6 日（金）まで実施） 

 

３)調査方法 

配布方法：依頼文・アンケート調査票・返信用封筒を郵送により配布（各自治会へは持参） 

※依頼文に二次元コードを記載 

回収方法：返信用封筒を用いた郵送による回収、または WEB（インターネット）にて回答 

 

４)配布数と回収率 

配布方法 配布数 回収・回答数 回収・回答率 

紙 
無作為抽出 1,500 

市内自治会   460 

567 

82 

37.8％ 

17.8％ 

WEB 市 LINE・HP で案内 610 － 

合計 1,960 1,259 64.2％ 

期限後の回答が 10 件程度加算される見込み 

 

５)質問項目 

問１個人属性 

・年齢 ・性別 ・お住まい ・職業 ・世帯状況 

・くるまなどの利用状況 

・最寄りの鉄道駅・バス停 

問２日頃の目的別の行動・移動内容 
・目的別の外出頻度、主な行き先、主な交通手段 

（通勤・通学、日常の買い物、通院、趣味・ｽﾎﾟｰﾂ）

問３ふるさとバス、コミュニティバス 

京阪京都交通バスの利用頻度等 

・利用頻度および利用目的 

・現在の満足度(路線・系統、ダイヤ、運賃、車両) 

問４JR 山陰本線の利用頻度等 ・利用頻度 ・駅までの交通手段 

問５タクシーの利用状況等 ・利用頻度 ・主な利用目的 ・ご利用区間 

問６今後の亀岡市内の公共交通のあり方 ・公共交通（バス）の維持に対する考え方 

問７自由意見 ・亀岡市内の公共交通についての意見 

＜アンケート調査結果（速報）＞  

※計画の検討段階での資料のため、取り扱いには十分注意してください。 
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(３)分析する地区区分の考え方 

以降で整理するアンケート調査結果（市民アンケート）の中で、各地区の特徴を明確にするた

めに、地区別にて分析を行っているが、各地区は「亀岡市都市計画マスタープラン」（令和 4 年

3月）で設定されている地区区分を踏襲し、下記のような設定している。 

 

 

 

  

地区番号 地区名 町名（自治会）

1 亀岡地区
亀岡地区東部、亀岡地区中部、亀岡地区西部、
西つつじヶ丘、南つつじヶ丘

2 篠地区 篠町、東つつじヶ丘

3 大井・千代川地区 大井町、千代川町

4 川東地区 旭町、馬路町、河原林町、千歳町、保津町

5 中部地区 稗田野町、吉川町、曽我部町

6 西部地区 畑野町、本梅町、東本梅町、宮前町

7 南部地区 東別院町、西別院町

8 亀岡市外および地区不明
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(４)市民アンケート調査結果 

１)アンケート回答者の個人属性 

①年齢 

〇「70 歳代」が 270 件で 21.4％と最も多く、次いで「60 歳代」が 247 件で 19.6％、「50 歳

代」が 225 件で 17.9％と続き、回答者の年齢の偏りは少ない。 

 

 

図１.１ 回答者の年齢 

 

②性別 

〇「女性」が 754 件で 59.9％と、「男性」より多い。 

 

 

図１.２ 回答者の性別 

  

件数 ％

19歳以下 35 2.8

20歳代 57 4.5

30歳代 122 9.7

40歳代 193 15.3

50歳代 225 17.9

60歳代 247 19.6

70歳代 270 21.4

80歳以上 108 8.6

不明・無回答 2 0.2

合  計 1259 100.0
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9.7 

15.3 

17.9 

19.6 

21.4 

8.6 

0.2 
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（％）
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③地区 

〇「亀岡地区」が 308 件で 24.5％と最も多く、次いで「篠地区」が 225 件で 17.9％、「大

井・千代川地区」が 179 件で 14.2％と続いている。 

 

図１.３ 回答者の性別 

④職業 

〇「会社員・公務員」が 357 件で 28.4％と最も多く、次いで「無職」が 267 件で 21.2％、

「パート・アルバイト」が 260 件で 20.7％と続いている。 

 

図１.４ 回答者の職業 

⑤世帯状況 

〇「3 人以上」が 614 件で 48.8％と最も多く、次いで「配偶者との 2 人」が 383 件で

30.4％、さらに「ご自身のみ」が 130 件で 10.3％と続いている。 

〇「配偶者以外との 2人」は最も少なく 119 件で 9.5％となっている。 

 

図１.５ 回答者の世帯状況  

件数 ％

亀岡地区 308 24.5

篠地区 225 17.9

大井・千代川地区 179 14.2

川東地区 161 12.8

中部地区 124 9.8

西部地区 145 11.5

南部地区 65 5.2

亀岡市以外 9 0.7

不明・無回答 43 3.4

合  計 1,259 100.0

24.5 

17.9 

14.2 

12.8 

9.8 

11.5 

5.2 

0.7 

3.4 

0 20 40 60 80 100

（％）

件数 ％

会社員・公務員 357 28.4

自営業 63 5.0

専門職 24 1.9

学生 54 4.3

専業主夫・主婦 189 15.0

パート・アルバイト 260 20.7

無職 267 21.2

その他 39 3.1

不明・無回答 6 0.5

合  計 1,259 100.0

28.4 

5.0 

1.9 

4.3 

15.0 

20.7 

21.2 

3.1 

0.5 

0 20 40 60 80 100
（％）

件数 ％

ご自身のみ 130 10.3

配偶者との2人 383 30.4

配偶者以外との2人 119 9.5

3人以上 614 48.8

不明・無回答 13 1.0

合  計 1,259 100.0

10.3 

30.4 

9.5 

48.8 

1.0 

0 20 40 60 80 100
（％）
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⑥くるまなどの利用状況 

a）くるまの運転免許 

〇「あり」が 1,044 件で 82.9％と多い。 

○「あり」と答えた人のうち、「当分の間は返納予定なし」が 956 件で 91.6％、「近々返納す

る予定」が 38 件で 3.6％となっている。 

○「なし」と答えた人のうち、「取得する予定なし」が 52 件で 24.8％と最も多く、次いで

「返納した」が 45 件で 21.4％となっている。 

 

 

図１.６ 回答者の運転免許有無 

 

【ありの場合／免許返納について】 【なしの場合／免許取得について】 
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b）年齢別のくるまの運転免許 

i）運転免許有無 

〇19 歳以下で運転免許「あり」は少なく、6％に留まる。また、80 歳代以上では「なし」が

61％を占める。 

 

※「不明・無回答」は除く 

図１.７ 回答者の年齢別の運転免許有無 

 

ii）運転免許「あり」の免許返納について 

〇「近々返納する予定」の年齢をみると、70 歳代が 55％と最も多い。また、60 歳代でも

16％と返納を予定している人もいる。 

 

※「不明・無回答」は除く 

図１.８ 回答者の年齢別の免許返納 
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iii）運転免許「なし」の免許取得について 

〇「近々取得する予定」は 19 歳以下や 20 歳代で 91％を占める。 

〇「返納した」は 80 歳以上 64％と最も多く、70 歳代も 24％である。また、50 歳代でも返

納した人がいる。 

 

※「不明・無回答」は除く 

図１.９ 回答者の年齢別の免許取得 

 

 

c）性別別のくるまの運転免許 

i）運転免許有無 

〇性別別では、女性の方が運転免許「あり」は若干少ない。 

 

※「不明・無回答」は除く 

図１.１０ 回答者の性別別の運転免許有無 
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ii）運転免許「あり」の免許返納について 

〇「近々返納する予定」と「当分の間は返納予定なし」の男女比に大きな差はない。 

 

※「不明・無回答」は除く 

図１.１１ 回答者の性別別の免許返納 

 

iii）運転免許「なし」の免許取得について 

〇「近々取得する予定」や「返納した」では男性の方が多い。 

 

※「不明・無回答」は除く 

図１.１２ 回答者の性別別の免許取得 
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d）くるまの運転 

〇「できる」が 960 件で 76.3％と最も多く、次いで「できない」が 189 件で 15.0％、「でき

るが不安」が 64件で 5.1％と続いている。 

 

図１.１３ 回答者の運転 

e）自由に使える自動車 

〇「あり」が 977 件で 77.6％と多い。 

〇「あり」のうち、自由に使える車の台数については、「１台」が 546 件で 55.9％と最も多

く、次いで「２台」が 267 件で 27.3％、さらに「３台」が 53 件で 5.4％と続いている。 

○また、家族や友人の送迎について、「送迎はしていない」が 396 件で 40.5％と最も多く、

次いで「ほぼ毎日」が 223 件で 22.8％、「週 1～2 日」が 113 件で 11.6％と続いている。 

 

図１.１４ 回答者の自由に使える自動車 

【ありの場合／台数】 【ありの場合／家族友人の送迎について】 
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f）自由に使える自転車 

〇「あり」が 643 件で 51.1％と、「なし」と比較して若干多い。 

 

図１.１５ 回答者の自由に使える自転車 

 

⑦最寄りの鉄道駅 

〇回答者の最寄り鉄道駅で「亀岡」が 640 件で 52.3％と最も多く、次いで「馬堀」、「千代

川」、「並河」と続いている。 

〇最寄り鉄道駅までは 835 件の 66.3％が徒歩で行くことができると回答している。ただし、

20 分以上かかる人は半数を超える。 

 

 
 

【徒歩でいけるか】 【いける場合／徒歩時間】 

   

最寄りの鉄道駅名 件数 ％

亀岡 640 52.3

馬堀 226 18.5
千代川 173 14.1

並河 170 13.9

八木 15 1.2

総計 1,224 100.0
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⑧最寄りのバス停 

〇回答者の最寄りバス停は市内にバス停が多いこともあり、分散しており、「国道つつじが

丘」が最も多く 2.7％となっており、次いで「都台」が 2.3％、「JR 千代川駅」「土田」が

2.1％、「大葉台二丁目」「保津」が 1.9％と続いている。 

 
※亀岡市内の全停留所 241 か所の内、3件以上の回答があった 121 か所のみを記載 

最寄のバス停 件数 ％ 最寄のバス停 件数 ％

国道つつじが丘 28 2.7 霧二公園前 4 0.4

都台 24 2.3 クルビ谷 4 0.4

JR千代川駅 22 2.1 印地 4 0.4

土田 22 2.1 宇津根 4 0.4

大葉台二丁目 20 1.9 雲仙台 4 0.4

保津 20 1.9 河原町 4 0.4

古世口 19 1.8 観音芝 4 0.4

篠 18 1.7 亀岡市役所 4 0.4

大葉台一丁目 18 1.7 亀岡市立病院 4 0.4

桧谷公園前 18 1.7 国道佐伯 4 0.4

亀岡病院前 17 1.6 国分 4 0.4

森公民館前 17 1.6 佐々尾神社前 4 0.4

桜台公園前 16 1.6 市役所前 4 0.4

南掛 15 1.5 鹿谷 4 0.4

広野 14 1.4 七谷川 4 0.4

高芝 13 1.3 神地西ノ谷 4 0.4

勝林島 13 1.3 杉 4 0.4

穴川 12 1.2 西口 4 0.4

JR亀岡駅 11 1.1 倉谷口 4 0.4

並河 11 1.1 大葉台二丁目西口 4 0.4

グランド前 10 1.0 中村 4 0.4

国道千代川 10 1.0 東掛 4 0.4

河原林 10 1.0 東土田 4 0.4

広田 10 1.0 南条局前 4 0.4

北保津 10 1.0 馬路 4 0.4

JR馬堀駅 9 0.9 平松 4 0.4

京都先端科学大学京都亀岡キャンパス 9 0.9 保津川団地北 4 0.4

赤熊 9 0.9 余部西 4 0.4

毘沙門 9 0.9 ガレリアかめおか 3 0.3

美山台 9 0.9 ニチコン前 3 0.3

保津川団地前 9 0.9 ふれあいセンター前 3 0.3

グリーンタウン 8 0.8 旭 3 0.3

つつじヶ丘小学校前 8 0.8 下佐伯 3 0.3

湯の花温泉 8 0.8 下西山 3 0.3

JR並河駅 7 0.7 下矢田 3 0.3

ひばりが丘 7 0.7 郷ノ口 3 0.3

亀岡市立病院前 7 0.7 見晴二丁目 3 0.3

宮川 7 0.7 江島里 3 0.3

見晴三丁目 7 0.7 三宅荘園前 3 0.3

西つつじヶ丘 7 0.7 出雲 3 0.3

青野 7 0.7 出雲大神宮前 3 0.3

柚原 7 0.7 小幡橋 3 0.3

頼政塚 7 0.7 松熊 3 0.3

亀岡市役所前 6 0.6 上北裏 3 0.3

鍬山神社前 6 0.6 新緑苑 3 0.3

穴太口 6 0.6 森 3 0.3

桜台西口 6 0.6 千ヶ畑口 3 0.3

東加舎 6 0.6 川東学園前 3 0.3

奥条 5 0.5 太歳 3 0.3

河原林口 5 0.5 大谷 3 0.3

吉田東 5 0.5 大内 3 0.3

佐伯 5 0.5 中野 3 0.3

山階 5 0.5 柏原公園前 3 0.3

小金岐 5 0.5 夫婦池団地前 3 0.3

小林 5 0.5 保津ヶ丘 3 0.3

西加舎 5 0.5 保津川団地南 3 0.3

中野倉庫前 5 0.5 北ノ庄 3 0.3

猪倉 5 0.5 万願寺 3 0.3

馬路中 5 0.5 夕日ヶ丘 3 0.3

矢田口 5 0.5 緑橋 3 0.3

髙橋 3 0.3
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〇回答者の最寄りバス停までは、78.7％が徒歩でいくことができると回答しており、鉄道駅

より徒歩でいくこができる割合が増えているが、15.2％は徒歩圏内でないことがわかる。 

〇鉄道駅と違い、バス停まで徒歩 10 分以内でいける人が約 8 割を占める。 

 

【徒歩でいけるか】 【いける場合／徒歩時間】 
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２)自宅を出発地とした日頃の行動・移動 

①外出頻度 

〇通勤・通学においては、「平日のほぼ毎日」が 24.7％と最も多く、次いで「休日含むほぼ

毎日」が 24.1％と、他の目的と比較して外出頻度が高い。 

〇日常の買い物においては、「週 1～2 日」が 33.8％と最も多く、次いで「週 3～4 日」が

27.7％、「休日含むほぼ毎日」が 18.5％と続き、通勤の次に外出頻度が高い。 

○通院においては、「月に数回程度」が 32.6％と最も多く、次いで「年に数回程度」が

30.4％、「通勤・通学はしない」が 24.1％と続いている。 

○趣味・スポーツにおいては、「月に数回程度」が 28.3％と最も多く、次いで「週 1～2 日」

が 22.0％、「外出はしない」が 16.1％と続いている。 

 

図１.１６ 目的別の外出頻度 

 

②主な行き先 

〇全てにおいて「亀岡市内」の移動の方が多いが、通勤・通学と趣味・スポーツは「亀岡市

外」の割合も高い。 

 
※外出頻度が「外出はしない」「不明・無回答」は除く 

図１.１７ 目的別の主な行き先  
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③目的別の主な交通手段（複数回答） 

〇全ての目的で「自動車（自分で運転）」が最も多い。 

〇上記以外の交通手段では、「JR 山陰本線」では通勤・通学や趣味・スポーツの目的、「自動

車（家族などが送迎）」では買い物や趣味・スポーツの目的の利用が若干多い。 

〇また、通勤・通学や買い物を目的とした場合、他の目的と比較して「徒歩」や「自転車」

の利用も高い。 

 

 

※外出頻度が「外出はしない」「不明・無回答」は除く 

図１.１８ 目的別の主な交通手段 
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a）JR 山陰本線利用時の利用駅 

〇主な交通手段で JR 山陰本線と答えた方のうち、利用する駅については、「亀岡駅」が一番

多く、次いで「馬堀駅」「並河駅」「千代川駅」と続いている。 

 

 
※目的別の主な交通手段が「JR 山陰本線」を対象に集計 

図１.１９ JR 山陰本線の利用駅 
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④免許非所有者の目的別の主な交通手段（複数回答） 

〇免許非所有者の場合、通勤・通学以外の目的では「自動車（家族の送迎）」が最も多く、

通勤・通学では「JR 山陰本線」が最も多い。 

〇上記以外の交通手段では、通勤・通学、日常の買い物の目的では「徒歩」や「自転車」の

利用も多い。 

〇バス交通としては、全ての目的で「京阪京都交通バス」が比較的多いが、特に通勤・通学

では 26.0％の利用があるのに対し、「ふるさとバス」や「コミュニティバス」の利用は少

ない。 

〇「タクシー」については、通院を目的とした場合に 10.7％の利用がある。 

 

 

※くるまの運転免許「なし」を対象に集計 

※「不明・無回答」は除く 

図１.２０ 目的別の主な交通手段 
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３)亀岡市内のふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バスの利用頻度等 

①利用頻度 

〇ふるさとバス、コミュニティバス、京阪京都交通バスの利用を比較してみると、京阪京都

交通バスが最も利用が多い。 

〇「利用したことがある」では、ふるさとバス、コミュニティバス、京阪京都交通バスとも

に「年に数回程度」「それ未満」が高いものの、それ以外を比較すると、京阪京都交通バ

スの利用頻度が若干高い。 

 
【利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

【3 種類のバスを合計した利用頻度の内訳】 

 

※「不明・無回答」は除く 

図１.２１ ふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バス別の利用頻度 
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a）亀岡地区（亀岡地区、西つつじヶ丘、南つつじヶ丘） 

〇京阪京都交通バスは「利用したことがある」が 70.9％と多く、コミュニティバスも比較的

利用が多い。 

〇「利用したことがある」の利用頻度では、ふるさとバス、コミュニティバス、京阪京都交

通バスともに「年に数回程度」「それ未満」が多いが、京阪京都交通バスの利用頻度が若

干高いため、京阪京都交通バスを多く利用する地区と言える。 

 
【利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

【3 種類のバスを合計した利用頻度の内訳】 

 

※「不明・無回答」は除く 

図１.２２ 亀岡地区のふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バス別の利用頻度 
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b）篠地区（篠町、東つつじヶ丘） 

〇京阪京都交通バスは「利用したことがある」が 71.4％と圧倒的に多く、ふるさとバスとコ

ミュニティバスも比較的利用は多い。 

〇「利用したことがある」の利用頻度では、ふるさとバス、コミュニティバス、京阪京都交

通バスともに「年に数回程度」「それ未満」が高いが、コミュニティバスの利用頻度が若

干高いため、コミュニティバスを多く利用する地区と言える。 

 
【利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

【3 種類のバスを合計した利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

図１.２３ 篠地区のふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バス別の利用頻度 
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c）大井・千代川地区（大井町、千代川町） 

〇「利用したことがある」の割合は、京阪京都交通バスが若干高いが、ふるさとバスやコミ

ュニティバスとの差は小さい。 

〇「利用したことがある」の利用頻度では、ふるさとバス、コミュニティバス、京阪京都交

通バスともに「年に数回程度」「それ未満」が高いが、それ以外ではコミュニティバスで

は「週 1～2 日」、京阪京都交通バスでは「月に数回程度」の割合が高いため、コミュニテ

ィバスを多く利用する地区と言える。 

 

【利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

【3 種類のバスを合計した利用頻度の内訳】 

 

※「不明・無回答」は除く 

図１.２４ 大井・千代川地区の 

ふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バス別の利用頻度 
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d）川東地区（旭町、馬路町、河原林町、千歳町、保津町） 

〇「利用したことがある」の割合は、ふるさとバスが 41.7％と最も高く、次いで京阪京都交

通バス、コミュニティバスの順となっている。 

〇「利用したことがある」の利用頻度では、ふるさとバス、コミュニティバス、京阪京都交

通バスともに「年に数回程度」「それ未満」は高いが、それ以外で週 1 回以上の割合を比

較するとふるさとバスの割合が高いため、ふるさとバスを多く利用する地区と言える。 

 
【利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

【3 種類のバスを合計した利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

図１.２５ 川東地区のふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バス別の利用頻度 
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e）中部地区（稗田野町、吉川町、曽我部町） 

〇「利用したことがある」の割合は、京阪京都交通バスが 58.1％と圧倒的に高く、次いでふ

るさとバス、コミュニティバスの順となっている。 

〇「利用したことがある」の利用頻度では、ふるさとバス、コミュニティバス、京阪京都交

通バスともに「年に数回程度」「それ未満」は高いが、それ以外で京阪京都交通バスでは

「休日含む毎日」の利用もあり、京阪京都交通バスを多く利用する地区と言える。 

 
【利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

【3 種類のバスを合計した利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

図１.２６ 中部地区のふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バス別の利用頻度 
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f）西部地区（畑野町、本梅町、東本梅町、宮前町） 

〇「利用したことがある」の割合は、ふるさとバスが 42.8％と高く、京阪京都交通バスも

37.0％と比較的高い。 

〇「利用したことがある」の利用頻度では、ふるさとバス、コミュニティバス、京阪京都交

通バスともに「年に数回程度」「それ未満」は高いが、それ以外で京阪京都交通バスの週 1

日以上の割合が高いことから、京阪京都交通バスを多く利用する地区と言える。 

 
【利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

【3 種類のバスを合計した利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

図１.２７ 西部地区のふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バス別の利用頻度 
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g）南部地区（東別院町、西別院町） 

〇「利用したことがある」の割合は、ふるさとバスと京阪京都交通バスで 32.8％、36.5％と

同程度の利用がある。 

〇「利用したことがある」の利用頻度では、ふるさとバス、コミュニティバス、京阪京都交

通バスともに「年に数回程度」「それ未満」は高く、週 1 日以上の割合も低いことから、

亀岡市内でもバスこうつう量の利用が低い地区と言える。 

 
【利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

【3 種類のバスを合計した利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

図１.２８ 南部地区のふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バス別の利用頻度 
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②利用目的（最大 2 つまで回答） 

〇全てのバスで「買い物」や「趣味」による利用が圧倒的に多い。 

 

※各バスの利用頻度が「利用したことがない」「不明・無回答」を除く 

※「不明・無回答」は除く 

図１.２９ ふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バス別の利用目的 

 

③ふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バスの満足度 

〇ふるさとバス、コミュニティバス、京阪京都交通バスの満足度について、項目別に比較し

てみると、路線・系統やダイヤは、「やや不満」や「不満」の割合が高く、運賃や車両は

「満足」や「やや満足」の割合が高い。 

○特に、ダイヤの満足度が低いため、利用しやすいダイヤに見直す必要がある。 

 

 
※ふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バスのいずれかで、 

「年に数回程度」以上を対象に集計 

※「不明・無回答」は除く 

図１.３０ ふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バスの満足度 
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４)ＪＲ山陰本線の利用頻度等 

①利用頻度 

〇「年に数回程度」が 39.6％と最も多く、次いで「月に数回程度」が 20.8％、「それ未満」

が 9.4％と続いている。 

 

図１.３１ ＪＲ山陰本線の利用頻度 

②駅までの交通手段（複数回答） 

〇「自動車（自分で運転）」や「徒歩」が 34.2～34.7％と多い。また、「自動車（家族などが

送迎）」も 24.3％と比較的多い。 

〇一方で、バス利用は少なく、京阪京都交通バスは 17.6％と一定数の利用があるものの、ふ

るさとバスとコミュニティバスの利用は 6％程度である。 

 

図１.３２ ＪＲ山陰本線の駅までの交通手段 
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５)タクシーの利用状況等 

①利用頻度 

〇「利用したことがない」が 64.0％と最も多く、次いで「年に数回程度」が 17.6％、「それ

未満」が 11.4％と続いている。 

 

図１.３３ タクシーの利用頻度 

②年齢別の利用有無 

〇タクシーの利用について、全体では 65％が「利用していない」となっている。 

〇年齢別で利用有無をみると、19 歳以下の「利用したことがある」9％と少なく、一方で 80

歳以上では 56％と利用は多い。 

 

※「不明・無回答」は除く 

図１.３４ 年齢別のタクシーの利用頻度 
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③主な目的 

〇タクシーを利用する目的は、飲食が最も多く 32.6％である。 

〇上記以外では、通院・介護に関わる内容が 22.1％、バス、電車、車等の普段利用する交通

手段が利用できない時が 10.3％と続いている。 

 

 
 

④利用区間 

〇タクシーを利用する場合、出発地・目的地ともに「自宅」が最も多く、44％程度となって

いる。 

〇上記以外をみると、出発地では「亀岡駅」が 26.7％と高く、目的地では「医療施設」「亀

岡駅」が 15％前後と高い。 

【出発地】                【目的地】 

 
※2 件以上の回答のみ 

  

利用目的 件数 ％

飲酒のため、食事をしたため 139 32.6

通院、介護など 94 22.1

バス、電車、車が利用できない時 44 10.3

駅までの移動（通勤など） 29 6.8

旅行などで外泊する時 26 6.1

駅からの移動（帰宅など） 23 5.4

買い物 19 4.5

イベントやおでかけ 17 4.0

歩行困難な時（危険、体調が悪い、歩けない、荷物多いなど） 14 3.3

天候によって 5 1.2

その他 16 3.8

合計 426 100.0

地点 件数 ％ 地点 件数 ％

自宅 188 43.6 自宅 191 44.4

亀岡駅 115 26.7 病院等医療施設 68 15.8

駅 34 7.9 亀岡駅 63 14.7

亀岡市内 18 4.2 駅 19 4.4

馬堀駅 18 4.2 目的地 8 1.9

飲食店 5 1.2 京都 6 1.4

病院 5 1.2 馬堀駅 5 1.2

京都市内 4 0.9 亀岡市内 4 0.9

千代川駅 3 0.7 京都市内 4 0.9

並河駅 3 0.7 並河駅 4 0.9

京都駅 2 0.5 飲食店 3 0.7

穴川団地 2 0.5 店 3 0.7

最寄駅 2 0.5 お店 2 0.5

店 2 0.5 京都駅 2 0.5

二条 2 0.5 最寄り駅 2 0.5

様々 2 0.5 二条 2 0.5

馬堀 2 0.5
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６)今後の亀岡市内の公共交通のあり方 

〇「現状と同じ程度の市の費用負担で運行を維持するべき」が 62.5％と最も多く、次いで

「その他」が 19.3％と続いている。 

〇上記以外では、「運賃を値上げして市の費用負担を減らし運行を維持するべき」が 7.7％

と、若干高い。 

 

※「不明・無回答」は除く 

図１.３５ 今後の亀岡市内の公共交通のあり方 

①地区別の内訳 

 

※「不明・無回答」は除く 

現状と同じ程度の市の費用負担で運行を

維持するべき（Ｎ＝734）

運賃を値上げして市の費用負担を減らし

運行を維持するべき（Ｎ＝90）

今よりサービス水準を落とし市の負担を

減らして運行を維持すべき（Ｎ＝59）

市が費用負担してまで運行する必要はない

（Ｎ＝64）

その他

（Ｎ＝227）

62.5%

7.7%

5.0%

5.5%

19.3%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0
（％）（％）
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②「その他」の意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢 性別 問6／今後の公共交通のあり方

19歳以下 女性 使わないのでわからない

19歳以下 男性 バスはなくてもよい。

20歳代 男性 阪急を亀岡まで繋いで欲しい

20歳代 女性
1ヶ月など試験的にでも良いから21時台のバスを増やして夜の仕事帰りのバス需要をか
んがえてみてほしい

20歳代 女性 バスの本数を増やしてほしい。最終バスの時間をもっと延長してほしい

30歳代 男性 電車の本数が増えれば良い

40歳代 男性
今の利用実績等を鑑みたうえで、サービス水準を落とす部分（路線や時間帯・地域な

ど）とあげる部分を決めていく必要があると考えます。

40歳代 男性 市民にとって本当に利便性があるのかどうか検証すべき

40歳代 女性 市の費用負担を増やし、運行を拡充すべきである。

40歳代 男性
市が負担してでも、亀岡市郊外の交通の利便性を進めないと過疎化が、進む一方であ

る

40歳代 女性
運用方法の見直し、観光客が利用しやすく、利用客を増やす工夫をして観光客を取り
込むことで地元住民も使いやすくするべき。道の駅を行き来できるバスとかあったら

観光客も足を伸ばしやすいのでは？

40歳代 男性 交通税を導入して、公共交通を充実させるべきである。

50歳代 男性
市の他の予算を削ってサービスを向上させるべきである。車の運転が出来ない高齢者
が増えると予測されるため。

50歳代 女性 コミュニティバスもせめて1時間に2本くらいあれば利用度が増えると思われる。

50歳代 女性

高齢化のことを考えると、運転免許証返納が多くなるので、70歳以上には低額パスの

発行をしてほしい。市の負担額もふやしてほしい。子どもだけでなく老人福祉の充実

も必要なのではないかと思う

50歳代 女性 今後利用したいので、回数券等は安くして欲しい。

50歳代 女性 もっと路線などアピールしてまず乗客を増やす努力をしてみては？

50歳代 女性

亀岡市だけでなく、民間企業にも協力してもらえないでしょうか。これから高齢化も

進みます。免許返納も義務化し、公共機関が担っていかないといけない時代になって

来てるんだと思います。何かいい策はないのか、考えていかないといけないと思いま
す！

60歳代 女性 運賃をあげてもいいので路線を増やして欲しい

60歳代 男性 乗り換えがあり、直通で旧市内へ行ける様にしてほしい。

70歳代 女性 ノーマイカーデーのバス代無料はなぜ？車乗る人は乗り、バス利用者は喜ぶ。

70歳代 女性 運賃を上げても、本数をふやしてほしい。利用したくても、出来ない

70歳代 男性 市役所や市民病院はダイレクトで行けるようにして欲しい

70歳代 女性 今の所自転車に乗れるのでわからない

70歳代 男性 今は車を運転しているので考えたことがない。

70歳代 男性 自治会で、市から補助金をもらい、運行する。

70歳代 男性 助け合いによる送迎サービスを充実すべきである。



- 31 - 

７)亀岡市内の公共交通についての意見 

 

年齢 性別 問7／自由記述

19歳以下 女性
若者に運賃や運行状況（時刻表やルート）を手軽に分かる様にすればいいと思う。JR

の時刻表をネット（ケイタイ）で調べられる様に亀岡市内のバスもそうすれば便利。

19歳以下 女性
日中のJR山陰線の本数が少ない。亀岡上りのため、自宅まで帰って来れない。亀岡駅

で1時間待ちはきつい。

19歳以下 男性
普段JRを利用しているが、サンガの試合がある時に電車に乗ることが出来ない時があ
る。だからどうにかしてほしい。

30歳代 女性

京都市内から大雪や大雨で帰宅できない、出勤できない、という状況になり、保育所

に預けている子どもを迎えに行けず、とても困った。この弱点を何かしら対策しない

と、子育て世代には亀岡暮らしが厳しいと思う。亀岡から京都市北区あたりにつなが
るような道がほしい。

30歳代 女性

JR嵯峨野線の亀岡駅以北の便数が少ない。特にコロナ禍の影響として段階的な減便を

図っているのであれば、一般の日常生活や観光客が概ねコロナ前と同水準となる現在

では電車の運行についてもコロナ前の水準に回復させるべきである、夫は通勤にJRを
利用しているが、出勤（午前、午後のみを含む）の時間が限定されるため、増便に

よって家事分担、子どもへの対応を家族で円滑に考えることが出来る。

30歳代 女性
バスの目的について選択と集中を行うほうがよい、多少値上げしてもサービスを維持

してほしい

30歳代 男性

難しいのかもしれないが、JR嵯峨野山陰線が止まったら京都市などからの帰宅手段が

ありませんので私鉄の誘致を検討して欲しいです。また、本数又は車両数を増やして

ほしいです。コミュニティバスは交通手段がない山間部のみで運営を検討下さい。

日々亀岡の発展は感じています。まずますの（交通を含め）発展を期待しています。

40歳代 女性

今はまだ自分で車を運転できるが、今後年をとり、自分で運転ができなくなった時、

公共交通機関はなくてはならないものになると思います。運行は継続してもらいたい

と思います。

40歳代 男性
今の利用実績等を鑑みたうえで、サービス水準を落とす部分（路線や時間帯・地域な
ど）とあげる部分を決めていく必要があると考えます。

50歳代 女性

高齢化のことを考えると、運転免許証返納が多くなるので、70歳以上には低額パスの

発行をしてほしい。市の負担額もふやしてほしい。子どもだけでなく老人福祉の充実

も必要なのではないかと思う

50歳代 回答したくない

私自身は車の運転ができるため、あまり利用していませんが子どもたちの通学では大

変助かっておりました。車の運転をしない（できない）利用者のために今後とも安心

安全な公共交通の確保を心から願います。

50歳代 女性
広大な地域であり、各々ニーズや利用目的や人数も違うので対応は厳しいかと思いま
す。とはいえ、助け合い（乗り合い）も有難いことですが、事故等の不安が付きまと

います。自分で運転が出来なくなれば、何も出来ないのが現状です。

60歳代 女性
今は自分で運転出来るし、自転車も乗れるので良いのですが、高齢になり免許返納な
どすると、タクシー代は高いのでバスは必要になると思います。続けて運営してほし

いと思います。

60歳代 男性
公共交通の地域社会における重要性を考えると、一定度の公費負担は必要なものと考

えます。

60歳代 男性
自治会（東別院町）送迎サービスで、自宅より買い物、病院まで送迎してもらえるが

帰りはタクシーになる。

70歳代 女性
バス停以外で止めてもらえるのでありがたいです。運転が出来なくなったら利用した

いです。これからも取り組んでください。

70歳代 男性

今後益々高齢者が増え、運転出来ない交通弱者が増加するのは明らかで、特にへき地

においては公共交通が必須です。出来るだけ低料金でのバスの運行が必要。当地では

現在「支援バス」による無料送迎サービスが実施されており、今後共市による補助金

拡充で制度継続が必要です。

70歳代 男性

問6で現状維持にチェックしたが、このままでは利用者と利用しない人との意見の違い

が大きくなる一方だと思われる。公共機関として市民サービス維持を大切にしていき

ながら、市負担を減らすことも必要なこと。税負担の平等が大事。必要な人に必要な

サービスを的確に出来るよう運行の仕方の根本的改革を考えることがいる。これまで
のやり方を改善する。

70歳代 男性 西別院からJR亀岡駅へ行くには、乗換が必要で不便である。

80歳以上 女性 私は満足しています。タクシーは割引券を利用しています。ありがとう。

80歳以上 女性 「助け合いによる送迎サービス」が安く、簡単に医療出来るようになればうれしい。

80歳以上 男性 費用よりも今後長く利用出来る事が重要です。中止にならない様に。

不明・無回答 不明・無回答
今は自分で運転が出来るが将来的に利用すると思うので現状維持してほしい。本数や

時間の間隔などもう少しあれば良い。



- 32 - 

１.２ 路線バスの利用実態およびニーズ（バス利用者アンケート調査結果） 

(１)利用者アンケートの調査目的 

路線バス利用者の移動の状況や公共交通の利用実態、ニーズ及び既存サービスに対する評価を

把握するために、バス利用者を対象としたアンケート調査（利用者アンケート）を実施した。 

 

(２)利用者アンケート調査の調査方法・回収状況 

１)調査対象 

亀岡市内の路線バス利用者 

 

２)調査実施時期 

令和 5 年 9月 1日（金）～10 月 6日（金） 

 

３)調査方法 

配布方法：依頼文・アンケート調査票・返信用封筒に入れ市内路線バス（京阪京都交通バス、

亀岡市ふるさとバス、コミュニティバス）、京阪京都交通亀岡営業所及び亀岡駅前

案内所に配架 

※依頼文に二次元コードを記載（市民ノーマイカーDay チラシにも記載） 

回収方法：返信用封筒を用いた郵送による回収、または WEB（インターネット）にて回答 

 

４)配布枚数と回収率 

配布方法 配布数 回収・回答数 回収・回答率 

紙 1,000 102 10.2％ 

WEB 依頼文・チラシで案内 10 － 

合計 1,000 112 11.2％ 

 

５)質問項目 

１ふるさとバス、コミュニティバス、 

京阪京都交通バスの利用頻度等 
・利用頻度および利用目的 

２ふるさとバス、コミュニティバス、 

京阪京都交通バスの満足度 

・現在の満足度 

（路線・系統、ダイヤ、運賃、車両） 

３バスを今後も利用するためのサービス 
・バスのサービスとして重要な項目 

・バスのサービスとして重視しない項目 

４路線バス廃止の場合の交通手段 ・路線バスが廃止された場合の代替交通手段 

５自由意見 ・亀岡市内の公共交通についての意見 
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(３)利用者アンケート調査結果 

１)亀岡市内のふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バスの利用頻度等 

①利用頻度 

〇3 種類のバスの利用頻度を比較してみると、京阪京都交通バスが最も利用が多く、次いで

コミュニティバス、ふるさとバスの順である。 

〇利用者の多くは「平日のほぼ毎日」の利用で週 1 日以上の割合は 3 種類のバスで大きな差

はないが、京阪京都交通バスでは「休日を含むほぼ毎日」は 11.8％と比較的高い。 

 
【利用頻度の内訳】 

 
※「不明・無回答」は除く 

【3 種類のバスを合計した利用頻度の内訳】 

 

※「不明・無回答」は除く 

図１.３６ ふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バス別の利用頻度 
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②利用目的（最大 2 つまで回答） 

〇3 種類のバスの利用目的を比較してみると、すべてにおいて、「買い物」が多い。 

〇上記以外では、「通院」や「通勤」「趣味」での利用が多い。 

 

※各バスの利用頻度が「利用したことがない」「不明・無回答」を除く 

※「不明・無回答」は除く 

図１.３７ ふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バス別の利用目的 

 

③ふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バスの満足度 

〇3 種類のバスの満足度について、路線･系統、ダイヤ、運賃、車両の項目を並べて比較して

みると、路線・系統、運賃、車両に関しては「ふつう」が多く、ダイヤでは「やや不満」

が最も多い。 

〇各項目で「満足」と「やや満足」の合計割合、「やや不満」と「不満」の合計割合を比較

すると、全項目で「やや不満」と「不満」を合計した割合が高い。 

 

 

図１.３８ ふるさとバス・コミュニティバス・京阪京都交通バスの満足度 
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２)バスを今後も利用するための重要だと思うサービス（最大 3 つまで回答） 

〇バスを今後も利用していくために重要だと思うサービスで最も多いのは、「運行本数、運

行間隔」であり、72.9％～75.7％と高い割合である。 

〇それ以外では「安価な運賃」「鉄道やバス同士の乗り継ぎ」「早朝や夜遅い時間帯の運行」

が多い。 

 

 

※各バスの利用頻度が「利用したことがない」「不明・無回答」を除く 

※「不明・無回答」は除く 

図１.３９ バスを今後も利用するために重要と思うサービス 
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３)バスを今後も利用するための重視しなくてもよいサービス（最大 3 つまで回答） 

〇バスを今後も利用していくために重視しなくてもよいサービスは、「バス停での屋根やベ

ンチの設置」が最も高く、特にふるさとバスでは 55.1％と高い。 

〇次いで、3 種類のバスとも共通して「タクシー車両による運行」であり、「早朝や夜遅い時

間帯の運行」「目的地までの乗車時間」「車内の混雑（座れるかどうか）」も比較的高い割

合となっている。 

 

 

※各バスの利用頻度が「利用したことがない」「不明・無回答」を除く 

※「不明・無回答」は除く 

図１.４０ バスを今後も利用するために重視しなくてもよいサービス 
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４)路線バスが廃止された場合の交通手段（複数回答） 

〇路線バスが廃止された場合の代替交通手段としては「ほとんど外出できなくなる」が

58.0％と最も多く、次いで「徒歩」が 38.4％、「タクシー」が 30.4％と続いている。 

 

 

図１.４１ 路線バスが廃止された場合の代替交通手段 
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５)亀岡市内の公共交通についての意見 

 

 

 

 

 

 

亀岡市内の公共交通についての自由記述

ノーマイカーデーを増やしてほしい。

川東線を利用しています。休校日のバスの時間を平日利用にしてほしい。バス乗車券を安価な発行にしてほし
い。

亀岡市民が色々な所へ行きやすくして欲しい。私は交通手段がバスと電車なのでバスの本数が増えて、行きに

くい場所が行きやすくなったら、バスの利用回数が増えると思います。

コミュニティバスをいつも利用していますが、本数、運行間隔をもう少し増やしてほしい（大変不便）。安価
な運賃を望みます。

高齢でバスがないと困ります。タクシーは高い。

路線、ダイヤによる運行が駅からガレリア行きの本数が少ない。マーケットに買い物に行きたいと思っていて

も乗るバスがない。駅から目的の店までのバス停が遠いと思える。

夜（特に休日）ダイヤが少ないにも関わらず、タクシー運行が少なすぎる。夜間は予約も断られて困ります。
交通の便をもっとよくしてほしいです。

本数、間隔を増やしてほしい。

一時間に1，2本ない時もあり、全て不満です。もっと利用しやすい様にすれば利用者も増えると思います。

150円バスを毎日利用しています。亀岡の西から亀岡の東へ行き来するのですが、亀岡駅止まりとなってしま

い、直通が数少なく戻ってくるまで30分待ちぼうけしなければなりません。直通を増やしてください。
馬堀駅から市役所、ガレリアまで行くのが欲しい。催しものがあってもいつも行けない。JRに乗ってバスに乗

り換えるのが大変です。

自家用車がないことを前提に、公共交通のあり方を考えてほしい。公共交通が不便だから自家用車を複数台持

つ世帯が多い。花火大会でバスを全面運休するのは困る。自家用車を規制してバスを増発するべき。
現状の維持が一番大事なことです。100%自分の意にそぐわないことは当たり前です。辛抱も大切です。現状に

感謝。

畑野に住んでいます。バスの本数を減らされるととても困ります。

少子高齢化が進み、バスの利用者も減少していく中、公共のバスは経営が大変だと思います。しかしながら、

高齢になるほどバスの利用が進むと思います。矛盾する現実の社会問題に直面して本当に大変だと思います
が、高齢者の自動車運転はリスクを伴い非常に危ないと思います。「免許を返上してバスに切り替える取り組

み」に力を入れていただきたいです。厳しい中、大変かとお察ししますが、出来る限りのバスの継続を心より

希望致すところです。どうかこれからもよろしくお願いします。

亀岡旧町内はコミュニティバスが充実しているが、亀岡駅周辺にもバスでいけない。千代川は不便になった。
千代川周辺からたとえばガレリアにもいくのは大変です。本数が少なすぎる。

私も高齢者なので、もう少し先に運転免許を返納しなければなりません。そうすると出かけるのに徒歩かバス

かタクシーを利用します。特にバスは利用する機会が多いので、是非これ以上路線、便数を減らさないでほし

い。
別院地域は自家用車がない限りバスしか交通手段がありません。バスの本数が無ければどこかに外出すること

もできないほど不便です。バスの本数増加についての検討是非よろしくお願いいたします。

嵯峨野線の事故による運転見合わせの時の京都市内までの代替の交通手段を市の方でもご検討いただけると大
変ありがたいです。

亀岡市は今後さらに高齢化すると予想され、広大な地域で公共交通の維持は財政面でも大変だと思います。し

かし公共交通があるから生活が維持できているのも事実です。多方面からのご検討をよろしくお願いします。

京都交通が倒産してふるさとバスになったとき、運賃も下がり使いやすくなった。京阪の路線バスも補助して
京丹後市のように市内は200円上限にするとかして乗りやすくして、将来のためにバスが維持できる思いきった

施策をしてほしいし、運転士さんの給料もちゃんと上げてやってほしい。金剛バスのように廃業にならないよ

う、地元インフラとして自治体がバックアップしてほしい。

バスはとにかく廃止しないで残して下さい






